
’k゛

　　

（’■．

44

初春画帖（市指定文化財短冊手鑑）

平成10年（1998年）

I1月号
No．628

主な内容
市長・議長新年あいさつ…2

新春インタビュー‥‥‥・………3

大野市景観賞決まる………4～5

広域行政事務組合職員募集……6

市民のページ……………10～11

お知らせ…………………14～15

URLhttp：／／www．mitene．0「．jp／～ono／

E－MAILono＠mitene．or．jp



新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
弓
ご
ざ
い
ま
す

大
野
市
長

　
　

天
谷
光
治

市民参加の開かれた市政を目指す

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
す
が
す
が
し
い
希
望
に
輝
く

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
お
喜

び
巾
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
市

政
に
対
し
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道

大
野
－
和
泉
村
油
坂
間
が
基
本
計

画
に
組
み
入
れ
ら
れ
、
ル
ー
ト
決

定
と
着
に
に
弾
み
が
つ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
市
民
の
都
市
景
観
維
持
の

熱
意
が
認
め
ら
れ
、
県
内
で
初
め

て
市
の
城
下
町
が
都
市
景
観
百
選

に
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
ご
同
慶
に

堪
え
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
「
環
境
保
全
と
人
づ

く
り
」
を
基
本
的
な
考
え
と
し
な

が
ら
、
「
力
強
い
大
野
・
や
さ
し

い
大
野
」
の
実
現
を
目
指
し
、
幸

せ
な
暮
ら
し
づ
く
り
、
子
孫
に
誇

れ
る
郷
土
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
の
財
政
・
経
済
は
極

め
て
厳
し
い
状
況
の
中
に
あ
り
、

一
一
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
行
財

政
な
ど
の
従
来
の
シ
ス
テ
ム
は
、

大
き
な
変
革
ま
の
時
を
迎
え
て
お
り

ま
す
。

　

一
方
、
少
子
・
高
齢
化
を
は
じ

め
、
情
報
化
・
高
齢
化
な
ど
社
会

構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

住
民
と
直
結
す
る
地
方
自
治
体
へ

の
住
民
の
期
待
や
要
請
は
、
多
様

化
し
増
大
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
常

に
新
し
・
い
情
報
の
収
集
と
、
よ
り

柔
軟
コ
量
的
九
行
政
瞳
営
に
努

め
、
自
ら
J
か
む

″

き
方
向
を
確

　
　
　
　
　
　

’
″
’
″
か
ダ
実
に
見
定
■
－
＾
’
x
布
政
の
進
展
に
全

　
　
　
　
　
　

。

’
v
／
”
－
－
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ま
力
を
＆
い
す
呪
μ
で
す
。
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今
後
も
、
情
報
公
開
や
市
民
参

加
の
市
政
を
基
本
に
、
二
十
一
世

紀
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
交
通
網

の
整
備
や
農
林
商
工
業
振
興
な
ど

産
業
基
盤
の
充
実
に
努
め
、
足
腰

の
強
い
体
制
づ
く
り
に
気
持
ち
を

新
た
に
し
て
精
力
的
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
な
お
一

層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ

ま
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら

’
お
祈
お
y
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
″
ｔ
4

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

大
野
市
議
会
議
長

　
　

砂
子
三
郎

21世紀への大変革期に向けて

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
巾
民
の
皆
さ
ま
に

は
、
ご
健
勝
で
希
望
に
満
ち
た
初

春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
か

ら
お
宣
‥
び
申
し
L
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
皆
さ
ま
か
ら
温
か
い

ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
当
市

議
会
も
円
滑
に
運
営
さ
れ
、
市
政

が
順
調
に
伸
展
い
た
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
お
礼
申
し

ま
に
げ
ま
す
。

　

I
ト
ー
雌
紀
の
到
来
と
い
う
時

代
の
節
口
を
目
前
に
控
え
、
国
の

内
外
で
は
人
き
な
変
革
の
時
期
に

遭
遇
し
て
お
り
、
地
方
自
治
を
取

り
巻
く
環
境
も
行
政
主
導
型
か
ら

民
間
主
導
型
に
、
中
火
集
権
型
か

ら
地
方
分
権
型
の
社
会
に
移
行
し

つ
つ
あ
り
、
ま
た
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

化
か
一
層
進
む
な
ど
大
転
換
期
を

迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
当
市
に
お
き

ま
し
て
も
新
し
い
地
方
分
権
型
社

会
の
構
築
を
見
越
し
て
、
自
治
体

と
し
て
の
自
主
性
・
自
1
延
性
を
強

化
し
、
新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
簡

素
で
効
率
的
な
行
政
シ
ス
テ
ム
を

確
立
す
る
た
め
の
行
政
改
革
、
経

費
支
出
の
効
率
化
、
徹
底
し
た
節

減
合
理
化
の
推
進
な
ど
行
財
政
体

制
の
整
備
・
確
立
を
強
力
に
図
っ

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
分
権
の
推
進
に
よ

り
自
己
決
定
権
と
自
己
責
任
が
だ

大
さ
れ
る
こ
と
X
私
た
ち
議
会

の
役
割
も
喘
的
に
大
き
く
な

り
、
自
ら
政
形
成
能
力
を
高
め
、

監
視
機
能

鍼

化
す
る
と
と
も
に

情
報
公
開
も
進
め
な
が
ら
、
巾
民

の
皆
さ
ま
の
声
が
よ
り
市
政
に
生

か
さ
れ
る
よ
う
、
さ
ら
に
議
会
活

動
を
活
性
化
し
て
ま
い
り
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
。

　

年
頭
に
あ
た
り
、
議
会
に
課
せ

ら
れ
た
使
命
を
再
認
識
し
、
急
速

o
－
進
展
す
る
高
齢
化
、
情
報
化
な

ど
に
ぴ
対
応
し
な
が
ら
、
市
民
の

y
T
ズ
％
的
確
に
把
澗
し
、
活
力

と
風
卵
あ
る
文
化
都
甫
「
大
野
」

の
建
設
と
、
二
1
一
世
紀
を
展
望

し
た
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り
に
邁

進
し
、
市
民
の
期
待
に
こ
た
え
る

べ
く
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
十
年
が
、
皆
さ
ま
に
と
り

ま
し
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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ユ
ー

夢舞台に臨む
節中日ドラゴンズ 正津英志投手

　

昨年のプロ野球ドラフト会議で、N丁丁北陸から正津英志

投手（平成3年大野高卒・清和町出身）が中日ドラゴンズに

3位指名され、入団が決まりました。大野市からは、約40

年前に中島龍男さん（故人）が当時の大洋ホエールズに入団

して以来、2人目です。正津選手は昭和47年生まれで、小

学校3年から有終東スポーツ少年団で野球を始め、平成2年

には、大野高校初の甲子園出場の原動力となりました。プロ

ヘの抱負を聞きました。

－
人
団
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

指
名
さ
れ
た
時
の
感
想
は
。

正
津
投
手
（
以
後
正
津
）
正
直

　

言
っ
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。
L

　

位
の
指
名
で
、
球
団
に
感
謝
し

　

て
い
ま
す
。

－
ど
の
点
が
評
価
さ
れ
た
と
思
い

　

ま
す
か
。

正
津
や
は
り
、
7
ト
レ
ー
ト
の

　

切
れ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

－
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
印
象
は
。

正
津
昨
年
は
不
本
意
な
成
績
で

　

し
た
が
、
若
い
選
手
が
多
く
、

　

活
気
あ
ふ
れ
る
チ
ー

ム
だ
と
思
い
ま

　

す
。
や
り
が

　

い
が
あ
り
ま

　

す
。

－
指
名
後
か

　

ら
人
団
ま

　

で
の
間
に
、

心
境
の
変
化

は
あ
り
ま
し
た

か
。

正
津
当
初
は
う
れ
し
い
気
持
ち

　

だ
け
で
し
た
が
、
徐
々
に
人
団

　

後
の
課
題
で
、
頭
の
中
が
い
っ

　

ぱ
い
で
す
。

I
プ
ロ
入
り
後
の
課
題
は
、
何
で

　

す
か
。

正
津
ス
ト
レ
ー
ト
の
レ
ベ
ル
ア

　

ッ
プ
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
キ
ャ

　

ッ
チ
ャ
ー
の
要
求
ど
お
り
投
げ

　

ら
れ
る
、
き
め
の
細
か
い
コ
ン

　

ト
ロ
ー
ル
を
身
に
付
け
る
こ

　

と
。
そ
し
て
、
全
体
的
な
体
力

　

向
L
で
す
。

―
球
種
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

正
津
7
ト
レ
ー
ト
、
カ
ー
ブ
、

　

ス
ラ
イ
ダ
ー
、
そ
し
て
シ
ン
カ

　

ー
で
す
。

－
勝
負
ど
こ
ろ
の
決
め
球
は
。

正
津
や
は
り
ス
ト
レ
ー
ト
で
す
。

－
大
学
時
代
に
フ
ォ
ー
ム
を
改
造

　

し
ま
し
た
が
、
理
由
は
。

正
津
龍
谷
大
学
に
入
学
し
て
、

　

登
板
し
て
も
打
ち
込
ま
れ
る
こ

　

と
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
で
は

　

通
用
し
な
い
と
思
い
、
1
年
生

　
　
　
　

に
な
り
、
自
分
の
特

徴
で
あ
る
腰
の
回

転
を
生
か
せ
る

よ
う
に
、
そ

れ
ま
で
の
オ

ー
バ
ー
ス
ロ

I
か
ら
サ
イ

ド
ス
ロ
ー
に

近
い
形
に
変
え

ま
し
た
。
自
分
で
、

巨
人
の
斉
藤
投
石
ら
を

　

研
究
し
て
始
め
ま
し
た
が
、
球

　

速
が
増
し
、
球
の
切
れ
も
良
く

　

な
り
ま
し
た
。

－
こ
れ
ま
で
何
度
か
プ
ロ
人
り
が

　

期
待
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実

　

現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時

　

の
気
持
ち
は
。

正
津
小
さ
い
と
き
か
ら
漠
然
と

　

プ
ロ
ヘ
の
あ
こ
が
れ
は
あ
り
ま

　

し
た
が
、
意
識
す
る
よ
う
に
な

　

っ
だ
の
は
大
学
四
年
で
す
。
話

　

題
に
上
っ
て
も
指
名
が
無
か
っ

　

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特

　

に
残
念
だ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。
今
思
う
と
自
信
が
な

　

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
社
会
人

　

野
球
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
体

　

力
も
精
神
力
も
向
L
し
た
と
思

　

い
ま
す
。

－
プ
ロ
野
球
で
目
］
ハ
体
的
に
目
標
と

　

す
る
選
手
は
い
ま
す
か
。

正
津
具
体
的
な
選
手
と
言
う
よ

　

り
も
、
チ
ー
ム
か
ら
信
頼
さ
れ

　

る
選
手
が
目
標
で
す
。
チ
ー
ム

　

プ
レ
ー
に
撤
し
、
与
え
ら
れ
た

　

仕
事
を
確
実
に
こ
な
し
た
い
と

　

思
い
ま
す
。
プ
ロ
で
通
用
す
る

　

か
不
安
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す

　

が
、
今
は
期
待
が
そ
れ
を
L
回

　

っ
て
い
ま
す
。

―
特
に
打
ち
取
っ
て
み
た
い
打
者

　

は
い
ま
す
か
。

正
津
巨
人
の
松
井
選
1
と
対
戦

　

し
て
み
た
い
で
す
ね
。
。
流
の

　

バ
ッ
タ
ー
は
、
打
席
に
立
つ
と

　

人
き
く
見
え
ま
す
。
ぜ
ひ
、
打

　

ち
取
っ
て
み
た
い
選
手
で
す
。

－
大
野
市
民
に
向
け
て
、
二
日
お

　

願
い
し
ま
す
。

正
津
甲
子
園
に
出
場
し
た
と
き

　

の
熱
狂
的
な
応
援
は
、
一
生
忘

　

れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
当
に
感
謝

　

し
て
い
ま
す
。
プ
ロ
野
球
で
も

　

思
い
切
っ
て
や
る
だ
け
で
す
。

　

少
年
野
球
の
皆
さ
ん
も
、
目
標

　

を
持
っ
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ

　

い
。
夢
が
か
な
わ
な
く
て
も
、

　

そ
れ
ま
で
の
課
程
は
、
自
分
の

　

財
産
と
な
り
ま
す
。

－
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
津
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

奥さんにも

イニノタピュー

　

正津投手は、昨年の

11月に結婚したばかり
で、新婚ホヤホヤ。

　

奥さんの亮子さんは飯降の出身で、正津投

手とは高校の同級生です。いきなりプロ野球

選手の妻になる心境をお聞きしました。

　

「プロに入ると聞かされて、正直不安でし

たが、新婚旅行中に説得されました。長い間

の努力が認められたことをうれしく思いま

す。新しい生活は不安ですが、わたしは短大

時代を名古屋で過ごしたので、多少は気が楽

です。栄養のバランスに気を付けた食事作り

を心掛けたいと思います。どうか応援してく

ださい」



景観賞決定

所在地元町12－2

完成時期嘉永3（1850）年～

　　　　　　　　　　　

嘉永4（1851）年

　

約140年前に建築された土懸け土蔵2階住宅で

す。重量感があり、外傷もほとんどありません。五

番通りから小路にかけての威圧するような白壁造り

の妻は、目を見張るものがあります。選考委員会で

は、大野の伝統的建物の維持管理

に努め、現在まで保っていること

が評価されました。

宇野忠雄さ・4．

　

この家は、火災に対し用心深く

丈夫に建てられたとのことなので、

今日まで長持ちしたのだと思います。今後も一層大

事に守っていきたいと思います。

活
動
部
門

中
野
清
水
を
守
る
会

　

市
が
募
集
し
て
い
た
大
野
巾
景

観
賞
が
、
ｔ
二
月
二
日
の
選
考
委

員
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
建
築
部

門
で
は
大
門
屋
店
舗
（
七
間
）
と

宇
野
忠
雄
さ
ん
宅
の
上
蔵
住
宅

（
元
町
）
、
活
動
部
門
は
、
中
野
清

水
を
守
る
会
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
景
観
賞
は
、
平
成
七
年
度

の
「
市
長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で

の
提
案
を
受
け
て
、
市
内
の
景
観

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
創
設
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　

対
象
は
、
景
観
づ
く
り
に
寄
与

し
て
い
る
建
築
物
や
工
作
物
、
景

観
の
維
持
向
上
に
努
め
て
い
る
個

人
や
団
体
な
ど
で
、
九
月
か
ら
募

集
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

初
年
度
の
今
回
は
、
自
薦
他
薦

を
合
わ
せ
て
市
内
か
ら
、
建
築
部

門
一
一
上
一
件
、
活
動
部
門
に
七
件

応
募
が
あ
り
、
書
類
選
考
と
現
地

視
察
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

ｔ
二
月
六
日
に
は
、
有
終
会
館

で
市
民
ら
約
二
百
人
が
参
加
し
て
、

「
自
然
を
活
か
し
文
化
を
育
む
ま
ち

づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
「
都
市
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
昨
年
決
ま
っ
た
市
都

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
説
明
、
ま

ち
づ
く
り
を
考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
東
京
大
学
都

市
工
学
科
の
西
村
幸
夫
教
授
に
よ

る
、
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

設立年月日平成9年3月14日

会員数115人

　

市街地の下流に位置するゆう水池「中野清水」

を地元住民らが改善し、その活動を通して市民

に水の大切さを知ってもらい、環境や景観に対

する意識の高揚を図っています。選考委員会で

は、大野の特色の一つにもなっているゆう水池

を、住民活動によって再生し

守っていこうという会の活動

が、評価されました。

島田一成会長

活動部門という、共同作業

に対する受賞なので、うれしく思います。大野

の良さを少しでも後世に残せるように、努力し

たいと思います。



初の大野市

建築部門

噸凝固tJ．圖匯轜lf

所在地元町9－22

完成時期明治21（1888）年の大火後

　　　　　

平成元年改修

　

七間朝市の風景になじんだ店構えで、街並みに適

応した色合いやデザイン性に配慮した建物です。選

考委員会では、大野の歴史と伝統を新しい感覚で店

舗に取り入れ、商店として景観だけでなく地元の活

力を活用し、経済的効果も図って

いることが評価されました。

高橋弘直さ八（大門屋）

　

改修する際に、個性があり観光

客にも喜ばれるように、現在の店

舗にしました。何らかの形で、地元に貢献できるよ

うな商店街であれば、と思っています。

講評

　　

選考委員長

　　　

福井県立大学教授

　　　　

岡崎昌之

　

選考は、委員会の基本的な選考基準を確認するため、

まず話し合いを行い、応募作品の中で公開性の無いもの

を除きました。委員の投票により作品の絞り込みを行つ

たのち、現地視察を行いました。さらに各委員の意見を

聞き、建築部門2件活動部門1件を景観賞として選びま

した。また、活動部門では2件の特別賞を決めました。

　

一部使用されている材料に改善の余地があるものの、

景観に対する配慮が感じられ、第1回の受賞作品として

申し分のないものと思われます。このことを契機として

市民が景観に対する関心を高め、今後ともすばらしいま

ちづくりが行われることを期待します。

特
別
賞

南
六
呂
師
地
区

七
間
朝
市
振
興
協
議
会

　

選
考
の
過
程
で
、
活
動
部
門
の

評
価
が
伯
仲
し
た
た
め
、
今
後
の

継
続
性
に
期
待
す
る
意
味
か
ら
、

当
初
予
定
し
て
い
な
か
っ
た
特
別

賞
を
急
き
よ
設
け
、
一
一
件
を
選
び

ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
南
六
呂
師
地
区
は
、

六
呂
師
の
県
道
沿
い
に
色
と
り
ど

り
の
花
を
五
百
‥
い
に
わ
た
り
、
区

民
総
出
で
植
栽
し
て
い
ま
す
。
活

動
は
三
年
が
経
過
し
、
緑
を
背
景

と
し
た
景
色
の
中
に
花
が
咲
く
風

景
は
す
ば
ら
し
く
、
新
聞
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
市
内
外
で

評
判
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
七
間
朝
市
振
興
協
議
会

は
、
四
百
年
以
上
も
続
く
七
間
朝

市
へ
の
支
援
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
の
「
山
菜
フ
ー
ド
ピ
ア
」
や
十

月
の
「
三
大
朝
市
物
産
ま
つ
り
」

な
ど
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
市

の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

朝
市
の
お
ば
さ
ん
た
ち
が
一
番
の

景
観
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
発
展
に

期
待
し
て
の
受
賞
で
す
。



快
適
で
安
全
な
冬
を
過
ご
す
た
め
に

み
ん
な
の
理
解
と
協
力
で
克
雪
を

　

本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
冬
も
、
み
ん
な

で
協
力
し
あ
い
、
快
適
に
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。

　

道
路
の
除
雪
は
市
建
設
課
と
県

大
野
土
木
事
務
所
が
担
当
し
、
積

雪
十
七
で
出
動
し
ま
す
。

　

夜
間
に
降
雪
の
と
き
は
早
朝
除

雪
を
行
い
、
皆
さ
ん
の
通
勤
・
通

学
の
足
を
守
る
た
め
に
万
全
の
体

制
で
臨
み
ま
す
。

　

市
の
早
朝
除
雪
の
対
象
は
、
市

道
の
七
三
・
〇
ト
に
あ
た
る
約
三

百
L
ま
一
一
・
六
白
で
す
。

　

平
常
時
は
市
の
除
雪
車
ト
台

と
、
民
間
の
借
り
L
げ
車
六
十
九

台
で
対
処
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
除
雪
・
克
雪
は
、
決

し
て
行
政
だ
け
の
力
で
は
で
き
ま

せ
ん
。
何
と
い
っ
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠

で
す
。

守
つ
て
く
だ
さ
い

☆
路
上
駐
車
は
、
除
雪
の
一
番
の

　

障
害
で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し

　

よ
’
つ
。

☆
除
排
雪
さ
れ
た
道
路
へ
は
投
雪

　

し
な
い
。
除
雪
車
の
通
過
後
、

　

玄
関
先
な
ど
に
残
る
雪
は
、
各

　

家
庭
で
処
理
を
。

☆
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
は
極
力
、

　

町
内
。
斉
に
。

☆
道
路
沿
い
の
建
造
物
や
裏
作
農

　

地
な
ど
に
は
、
必
ず
目
印
を
。

☆
流
雪
溝
の
使
用
は
町
内
で
計
画

　

的
に
。
使
用
中
は
危
険
防
止
の

　

た
め
、
赤
布
な
ど
で
表
示
を
。

　

流
雪
溝
を
使
用
し
た
後
は
、
ふ

　

た
を
元
ど
お
り
に
す
る
こ
と
。

☆
道
路
L
に
倒
れ
込
ん
だ
り
す
る

　

恐
れ
が
あ
る
木
の
枝
や
竹
な
ど

　

は
、
除
雪
に
支
障
が
な
い
よ
う

　

事
前
に
処
理
す
る
こ
と
。

☆
万
。
の
震
災
に
備
え
、
雪
ド
ろ

　

し
は
ロ
f
ま
め
に
。
非
常
持
ち
出
し

　

品
の
点
検
や
避
難
口
の
確
保
も

　

忘
れ
ず
に
。

屋
根
雪
下
ろ
し

据
え
置
き
1
万
2
5
0
0
円

　

十
二
月
四
日
に
開
か
れ
た
市
雪

害
対
策
協
議
会
で
、
今
冬
の
屋
根

雪
下
ろ
し
標
準
作
業
単
価
が
決
ま

り
ま
し
た
。
昨
年
と
同
額
の
。
万

一
。
千
五
百
円
で
す
。

　

こ
れ
は
屋
根
面
積
約
七
十
六
平

方
ド
を
基
準
と
し
、
原
則
と
し
て

弁
当
・
用
具
持
参
で
、
交
通
費
は

求
人
者
の
実
費
負
担
で
す
。

　

求
職
や
求
人
の
あ
っ
せ
ん
な
ど

詳
し
い
こ
と
は
、
大
野
公
共
職
業

安
定
所
（
豊
6
6
・
2
4
0
8
）
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

武家屋敷前に
せせらぎ水路完成

　

市
が
城
町
の
武
家
屋
敷
旧
内
山

家
前
で
整
備
を
進
め
て
い
た
、
せ

せ
ら
ぎ
が
見
え
る
水
路
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
市
街
地
の
道
路
に
は
、

中
央
水
路
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
、
ほ
と
ん
ど
が
暗
き
ょ
で
す
。

今
回
、
城
下
町
の
風
情
を
生
か
し

た
夢
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

水
路
は
、
旧
大
野
城
の
百
間
堀

束
側
で
、
旧
内
山
家
前
か
ら
福
井

地
方
法
務
局
大
野
支
局
ま
で
で
、

幅
六
十
に
深
さ
は
五
十
ヅ
、
延
長

百
六
十
四
回
で
、
天
然
石
張
り
で

す
。
同
法
務
局
以
北
は
、
暗
き
よ

水
路
で
す
。

　

夏
は
、
地
下
水
約
三
十
六
を
下

流
か
ら
上
流
へ
水
中
ポ
ン
プ
で
送

り
、
循
環
し
ま
す
。
冬
は
、
新
堀

川
か
ら
の
流
雪
用
の
水
を
分
け
て

流
し
、
流
雪
に
利
用
し
ま
す
。

　

工
費
は
、
市
道
の
舗
装
を
含
み
、

約
三
千
万
円
で
す
。

　　

大野・勝山地区
広域行政事務組合

E］］豺］Flf］ミSFI

　

大野。勝山地区広域行政事務組合の平成

10年4月採用候補者試験を、下記のとおり

実施します。

試験区分・採用人員一般職1人

受験資格昭和46年4月2日から昭和55年

　

4月1日までに生まれた人

試験日程1次試験＝平成10年2月1日

　

⑥・2次試験＝1次合格者に別途通知

申込書の交付大野。勝山地区広域行政事

　

務組合で交付。郵便で申込用紙を請求す

　

る場合は、封筒の表に「職員採用試験申

　

込書請求」と朱書きし、あて先を明記し

　

た返信用封筒（130円切手をはったも

　

の）を同封のうえ、書留郵便で請求

受付期間平成10年1月5日⑥から1月20

　

日収まで。郵送の場合は、受付期間中の

　

消印有効

申込書請求●申し込み・問い合わせ先

　

〒911福井県勝山市片瀬町1丁目402

　

奥越地場産センター内大野・勝山地区

　

広域行政事務組合（豊0779・88・

　

2760）



エキサイティング

スポーツ

情X報

第41回市民総合体育大会冬季大会

2月1日（日）に開催

会場は六呂師高原スキー場

　

第41回市民総合体育大会冬季大会スキー競技会が、次のとおり開催され

ます。地区を代表する選手に、温かいご声援をお送りください。

日
時
2
月
1
日
2
午
前
9
時
開

　

会
式

場
所
六
呂
師
高
原
ス
キ
ー
場

競
技
種
目
▼
第
1
部
（
一
般
・

　

地
区
対
抗
）
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス

　

ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

　

ー
・
リ
レ
ー
？
第
2
部
（
中
学

　

校
・
学
校
対
抗
）
シ
ャ
イ
ア
ン

　

ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン

　

ト
リ
ー
・
リ
レ
ー
？
第
3
部

　
　

（
学
童
・
個
人
競
技
）
ス
ラ
ロ

　

ー
ム
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

参
加
資
格
・
平
成
1
0
年
1
月
1

　

日
以
降
市
内
の
各
地
区
体
育
協

　

会
管
内
に
居
住
す
る
人
。
た
だ

　

し
、
全
日
制
・
定
時
制
高
校
3

　

年
生
以
下
は
除
く
…
中
学
校
は

　

大
野
市
中
学
校
体
育
連
盟
規
定

　

に
よ
る
・
第
3
部
は
市
内
小
学

　

校
に
在
籍
す
る
児
童
と
し
、
保

　

護
者
の
同
意
を
得
て
責
任
者
同

　

伴
で
参
加
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先
市
教
育
委
員
会

　

ス
ポ
ー
ツ
課
「
第
4
1
回
市
民
総

　

合
体
育
大
会
冬
季
大
会
ス
キ
ー

　

競
技
会
」
事
務
局
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
5
3
2
）

・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
と

　

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
練
習
会

　

シ
ヤ
フ
ル
ボ
ー
ド
は
市
の
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
で
も

紹
介
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
ビ
リ
ヤ
ー
ド
に
似
た
ゲ
ー
ム

で
、
体
力
も
あ
ま
り
使
わ
ず
子
供

か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

　

パ
ド
ル
テ
ニ
ス
は
、
技
術
や
ル

ー
ル
が
硬
式
テ
ニ
ス
に
似
た
ミ
ニ

テ
ニ
ス
の
一
つ
で
す
。

日
時
練
習
会
＝
2
月
2
1
日
①
・

　

2
8
日
①
午
後
2
時
～
4
時
▼
試

　

合
と
体
験
コ
ー
ナ
ー
＝
3
月
8

　

日
2
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

参
加
料
無
料

準
備
物
運
動
着
、
内
ズ
ッ
ク

申
し
込
み
方
法
電
話
で
申
し
込

　

み
先
へ
（
当
日
参
加
も
可
能
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
課
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
3
2
）

・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
、

テ
ニ
ス
の
基
礎
練
習
に
も
な
り
、

ジ
ュ
ニ
ア
や
初
心
者
に
も
学
び
や

す
い
ミ
ニ
テ
ニ
ス
で
す
。

日
時
2
月
3
日
収
～
3
月
1
0
日

　

㈹
の
毎
週
火
曜
日
午
後
7
時
～

　

9
時
（
計
6
回
）

場
所
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

対
象
市
内
一
般
男
女
・
高
校
生

参
加
料
2
0
0
円
（
傷
害
保
険

　

料
）

定
員
2
0
人

準
備
物
運
動
着
、
内
ズ
ッ
ク

申
し
込
み
方
法
電
話
か
申
し
込

　

み
用
紙
で
申
し
込
み
先
へ

締
め
切
り
1
月
2
3
日
②

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
（
L
6
6
・
1

　

4
3
3
）

施設

スポット

財エキサイト広場

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と
し
て

大
野
市
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体

育
施
設
は
、
平
成
三
年
四
月
に
完

成
し
ま
し
た
。

　

明
治
公
園
に
隣
接
し
て
い
る
こ

の
施
設
に
は
、
観
覧
席
が
周
り
を

囲
ん
で
い
る
ア
リ
ー
ナ
や
二
百
□

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
、
柔
道
場
、

相
撲
場
、
剣
道
場
、
弓
道
場
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
小
ア
リ

ー
ナ
兼
エ
ア
ラ
イ
フ
ル
射

撃
場
、
大
屋
根
広
場
（
人

工
芝
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
皆
さ
ん
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

午
後
十
時
ま
で
開
館
し
て

い
ま
す
。

　

ア
リ
ー
ナ
で
は
仕
事
を

終
え
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
人
た
ち
が
競
技
力
向
上

の
た
め
の
練
習
、
ま
た
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
や
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
で
は
一
人
ひ

と
り
が
自
分
の
体
力
に
合

わ
せ
て
、
体
力
づ
く
り
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

施
設
で
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教

室
を
は
じ
め
、
初
心
者
の
テ
ニ
ス

教
室
や
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス
教
室
な

ど
、
だ
れ
で
も
気
軽
に
参
加
で
き

る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

場
所
桜
塚
町
6
0
1
番
地

利
用
時
間
午
前
8
時
3
0
分
～
午

　

後
m
一
時

休
館
日
毎
週
水
曜
日
、
祝
日
の

　

翌
日
、
1
2
月
2
9
日
～
翌
年
1
月

使
用
料
各
施
設
・
時
間
帯
な
ど

　

に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、
直

　

接
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

エ
キ
サ
イ
ト
広
場
総
合
体
育
施

　

設
（
豊
6
6
・
1
4
3
3
）



健康万歳

元
気
づ
く
り
は

　
　
　
　
　

毎
日
の
生
活
か
ら

　

最
近
の
日
本
人
は
「
健
康
教
」
の
信
者
と
言
え
る
ほ
ど

健
康
が
大
好
き
な
民
族
と
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
の
番
組

や
雑
誌
の
記
事
な
ど
は
、
健
康
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
今
年
も
ま
た
有
意
義
な
一
年
を
過
ご

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
健
康
メ
モ
を
お
届
け
し
ま
し
よ

I
つ
。

現
代
の
健
康
観

　

私
た
ち
の
健
康
観
は
、
時
代
と

共
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
「
病
気
を
予
防
す
る
」

と
い
う
い
わ
ゆ
る
病
気
中
心
的
な

考
え
で
し
た
が
、
現
在
は
「
病
気

が
少
な
い
こ
と
」
「
生
き
が
い
を

感
じ
る
こ
と
」
「
心
に
ゆ
と
り
を

持
て
る
こ
と
」
な
ど
が
健
康
観
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
（
最
近
の

成
人
病
の
呼
び
名
）
が
重
要
視
さ

れ
、
健
康
増
進
の
た
め
の
政
策
が

図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
の
基
本
は
、
栄
養

・
休
養
・
運
動
の
バ
ラ
ン
ス
で
す

が
複
雑
化
し
た
現
代
社
会
で
は
、

一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
を
大
切
に

す
る
こ
と
が
健
康
を
つ
く
る
カ
ギ

に
な
り
ま
す
。

健
康
の
方
程
式

　

こ
こ
で
健
康
の
方
程
式
を
紹
介

し
ま
し
よ
う
。

　

よ
い
と
こ
ろ
発
見
十
よ
い
と
こ

ろ
増
進
＝
元
気
づ
く
り
…
…
…
①

　

悪
い
と
こ
ろ
発
見
十
悪
い
と
こ

ろ
減
少
＝
病
気
治
し
…
…
…
…
②

　

①
十
②
＝
豊
か
な
人
生

　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
方

程
式
に
沿
っ
た
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

①
式
は
、
健
康
体
操
と
仲
間
づ

く
り
、
地
域
で
の
健
康
講
座
な
ど

で
す
。

　

②
式
の
中
心
は
、
成
人
病
を
は

じ
め
と
す
る
い
ろ
い
ろ
な
健
診
で

す
。
楽
し
く
人
生
を

元
気
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
毎

日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

例
え
ば
、

一
一
日
一
新

　

新
し
い
発
見
や
新
し

い
事
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

新
し
い
事
は
、
ど
ん

な
小
さ
な
事
で
も
心
を

ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
ま
す
。

　

子
供
が
生
き
生
き
し

て
い
る
の
は
、
い
つ
も

新
し
い
事
を
学
ん
で
い

る
か
ら
で
す
。

二
一
日
一
笑

　

気
心
の
知
れ
た
家
族
や
職
場
の

同
僚
な
ど
に
向
か
っ
て
、
何
か
ユ

ー
モ
ア
を
一
つ
言
っ
て
み
ま
し
よ

う
。
食
事
の
場
は
最
適
で
す
。

　

口
を
開
け
て
い
る
と
き
は
心
も

開
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
言
い
や

す
い
相
手
か
ら
始
め
て
み
ま
し
よ

’
つ
。

三
一
日
一
動

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し

ま
し
よ
う
。
普
段
の
生
活
の
中
で
、

料
理
や
洗
濯
、
掃
除
ど
ん
な
こ
と

で
も
体
を
動
か
す
こ
と
で
、
心
は

前
向
き
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
楽
し
く
人
生
を

過
ご
す
方
法
が
、
探
せ
ば
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　

豊
か
な
人
生
を
過
ご
す
た
め
に

も
、
保
健
事
業
に
ど
ん
ど
ん
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

皆さんの健康づくりを後押しします・保健センター（容65・7333｝



暮
ら
し
の
誕
誕

三
三
’
県
ア
ド
バ
イ
ス

電池の事故に注意

取り扱いの間違いで

　

液漏れや破裂などが発生

　

電
気
コ
ー
ド
や
コ
ン
セ
ン
ト
が
無
く
て
も
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
電
気
製
品
が
使
え
る
電
池
は
、
日
常
生
活
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
電
池
に
よ
る
事
故

が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
事
故
の
原
因
は
、
ほ
と
ん
ど

が
使
用
者
の
取
り
扱
い
の
不
注
意
に
よ
る
も
の
で
す
。
電

池
の
特
性
を
知
っ
て
安
全
に
使
い
ま
し
よ
う
。

増
加
し
て
い
る
事
故

　

私
た
ち
が
普
段
使
っ
て
い
る
電

池
は
、
一
次
電
池
（
一
般
的
な
使

い
き
り
の
乾
電
池
）
と
二
次
電
池

（
繰
り
返
し
使
え
る
充
電
式
の
電

池
）
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
た
一
次
・
二
次
電
池
の
事
故
は
、

一
九
九
三
～
九
六
年
度
の
四
年
間

で
百
十
二
件
で
す
。

　

内
容
は
、
加
熱
・
焦
げ
る
や
液

漏
れ
、
破
裂
、
発
煙
・
火
花
な
ど

で
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

福
井
県
で
も
単
三
ア
ル
カ
リ
電

池
の
液
漏
れ
の
苦
情
に
よ
り
、
業

者
が
そ
の
電
池
を
回
収
す
る
事
例

が
あ
り
ま
し
た
。

原
因
と
対
策

　

こ
の
よ
う
な
電
池
の
事
故
は
、

主
に
次
の
原
因
で
起
こ
り
ま
す
。

過
放
電
状
態
機
器
を
作
動
さ
せ

　

る
こ
と
が
で
き
な
い
電
圧
に
放

　

電
さ
れ
た
状
態
で
す
。
マ
ン
ガ

　

ン
電
池
と
ア
ル
カ
リ
電
池
を
I

　

緒
に
使
用
し
た
り
、
消
耗
し
た

　

電
池
を
機
器
に
入
れ
た
ま
ま
に

　

し
た
場
合
に
起
き
ま
す
。

逆
装
填
電
池
の
正
（
プ
ラ
ス
）

　

極
と
負
（
マ
イ
ナ
ス
）
極
を
逆

　

に
入
れ
る
こ
と
で
す
。
三
個
以

　

上
入
れ
た
場
合
、
逆
に
入
れ
て

　

も
機
器
は
作
動
す
る
こ
と
も
あ

　

る
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

シ
ョ
ー
ト
電
池
の
正
極
と
負
極

　

が
導
電
性
の
あ
る
金
属
な
ど
で

　

接
続
さ
れ
た
短
絡
状
態
で
、
一

　

度
に
過
大
な
電
流
が
流
れ
ま
す
。

一
次
電
池
の
充
電
一
次
電
池
を

　

充
電
す
る
と
内
部
に
ガ
ス
が
発

　

生
し
、
内
圧
が
高
め
ら
れ
ま
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
、
次
の
事

に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

①
マ
ン
ガ
ン
電
池
と
ア
ル
カ
リ
電

　

池
は
、
一
緒
に
使
わ
な
い
。

②
古
い
電
池
と
新
し
い
電
池
は
、

　

一
緒
に
使
わ
な
い
。

③
機
器
の
使
用
後
は
、
必
ず
ス
イ

　

ッ
チ
を
切
る
。
長
時
間
使
用
し

　

な
い
と
き
は
電
池
を
は
ず
す
。

④
消
耗
し
き
っ
た
電
池
は
、
機
器

　

に
入
れ
た
ま
ま
に
し
な
い
。
電

　

池
は
分
解
し
な
い
。

⑤
電
池
を
入
れ
る
と
き
は
、
極
を

　

確
認
し
、
逆
に
入
れ
な
い
。

⑥
一
次
電
池
は
充
電
し
な
い
。

⑦
電
池
を
火
の
中
に
入
れ
な
い
。

⑧
電
池
と
一
緒
に
硬
貨
な
ど
金
属

　

性
の
も
の
を
、
ポ
ケ
ッ
ト
や
引

　

き
出
し
に
入
れ
な
い
。
電
池
を

　

携
帯
す
る
場
合
は
ポ
リ
袋
な
ど

に
入
れ
、
絶
縁
す
る
。

液
が
漏
れ
た
ら

　

ア
ル
カ
リ
電
池
か
ら
漏
れ
た
液

が
、
体
や
服
に
付
く
と
、
皮
膚
が

火
傷
の
よ
う
に
た
だ
れ
た
り
、
衣

服
に
穴
が
開
い
た
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

漏
れ
た
液
が
付
着
し
た
ら
、
す

ぐ
に
水
で
洗
っ
て
く
だ
さ
い
。
目

に
入
っ
だ
と
き
は
、
目
を
水
で
よ

く
洗
っ
た
後
、
医
師
の
治
療
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　

マ
ン
ガ
ン
や
リ
チ
ウ
ム
電
池
の

場
合
は
、
ア
ル
カ
リ
電
池
の
よ
う

な
危
険
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
付
着

し
た
液
は
せ
っ
け
ん
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う
。

消費生活に関するご相談は消費者相談センターへ容66・1111内線464（Iふ；）

破裂の主な原因

火の中に
入れた

加熱した

共通の原因II｀

逆装填

ショート

一次電池の充電

液漏れの主な原因

過放電状態

電池を
分解した
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■
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

し
ソ
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
容
6
6
・
1
1
1
士

今月のスナップ

　　

今年もよろしくね
（宝塚のホワイトタイガー）

＜1るー，39登場 おしゃまーず

会
場
か
ら
の
拍
手
が
と
て
も
う
れ
し
い
で
す

　

お
し
ゃ
ま
っ
娘
六
人
は
、
大
の

仲
良
し
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

お
母
さ
ん
た
ち
も
気
の
合
う
仲
間

で
す
。

　

お
し
ゃ
ま
I
ず
は
、
右
近
次
郎

地
区
に
住
む
小
学
校
二
年
生
と
三

年
生
の
女
の
子
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
八
月
の
お
お
の
城
ま
つ
り

の
踊
り
コ
ン
テ
ス
ト
を
覚
え
て
い

ま
す
か
。
お
し
ゃ
ま
I
ず
は
、
友

だ
ち
二
人
に
友
情
出
演
し
て
も
ら

い
コ
ン
テ
ス
ト
に
参
加
。
大
人
の

参
加
を
尻
目
に
、
見
事
優
勝
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
四
年
前
の
こ
と
。
当
時

幼
稚
園
児
だ
っ
た
お
し
ゃ
ま
I
ず

の
五
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
晴
着
を

着
て
地
区
の
敬
老
会
で
、
練
習
を

重
ね
て
き
た
お
遊
戯
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

こ
の
姿
が
大
変
か
わ
い
ら
し
く
、

自
分
の
孫
で
も
な
い
の
に
会
場
か

ら
は
拍
手
大
喝
さ
い
。

　
　

「
せ
っ
か
く
練
習
し
た
の
だ
か

ら
こ
の
場
だ
け
で
終
え
て
し
ま
う

に
は
も
つ
た
い
な
い
」
と
、
わ
が

子
の
踊
る
姿
を
見
た
お
母
さ
ん
た

ち
は
考
え
、
相
談
。

　
　

「
も
っ
と
練
習
を
さ
せ

て
、
機
会
が
あ
れ
ば
い
ろ

ん
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し

よ
う
」
と
話
は
ま
と
ま
り

お
し
や
ま
I
ず
は
誕
生
し

た
の
で
す
。

　

練
習
で
は
普
段
着
で
す

が
、
踊
り
を
披
露
す
る
と

き
は
、
主
に
お
母
さ
ん
の

着
物
を
借
り
て
衣
装
に
し

ま
す
。

　

手
に
バ
チ
や
扇
を
持
っ

て
踊
る
姿
は
、
大
人
顔
負

け
の
あ
で
姿
。

　

メ
ン
バ
ー
の
一
人
は

「
踊
り
を
披
露
し
て
、
終

わ
っ
た
と
き
の
拍
手
が
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。
次
は
化
粧

で
き
る
こ
と
か
な
」
と
く
り
く
り

し
た
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　
　

「
こ
の
子
た
ち
は
楽
し
ん
で
踊

っ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
に
私
た
ち

親
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
け
ど
」
と

お
母
さ
ん
は
、
子
供
の
衣
装
を
直

し
な
が
ら
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

フックトーク

たいt

『
シ
ン
デ
レ
ラ
の
時
計
』

　

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。

　
　

「
数
え
」
で
年
齢
を
数
え
て
い

た
世
代
の
人
た
ち
は
、
正
月
が
来

て
ま
た
一
つ
年
を
取
っ
た
と
感
じ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

狂
歌
に
、
一
休
禅
師
の
作
と
い

わ
れ
て
い
る
次
の
よ
う
な
歌
が
あ

り
ま
す
。

　

門
松
は
冥
土
の
旅
の
一
里
塚

　
　
　
　

め
で
た
く
も
あ
り

　
　
　
　
　
　

め
で
た
く
も
な
し

　

生
身
の
人
間
に
と
っ
て
時
間
は
、

無
限
に
あ
る
よ
う
で
そ
の
実
、
限

ら
れ
た
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

「
シ
ン
デ

レ
ラ
の
時

計
」
に
は
、

時
間
を
管
理

す
る
機
械
と

し
て
、
時
計

が
登
場
し
ま

す
。

　

幾
つ
か
の

短
編
で
構
成

さ
れ
、
最
初
の
一
編
が
書
名
に
も

な
っ
た
暮
ら
し
と
時
間
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。

　

中
学
二
年
生
の
国
語
の
教
科
書

に
書
き
下
ろ
し
の
形
で
載
っ
て
い

る
の
で
、
既
に
読
ん
だ
人
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

シ
ン
デ
レ
ラ
は
、
時
間
を
守
る

と
い
う
約
束
を
魔
法
使
い
と
し
ま

す
が
、
そ
の
約
束
に
は
一
分
で
も

時
間
に
遅
れ
る
と
魔
法
が
解
け
る

と
い
う
極
め
て
厳
し
い
罰
則
が
付

い
て
い
ま
し
た
。

　

現
代
の
生
活
は
、
時
間
が
お
金

に
換
算
さ
れ
る
と
い
う
能
率
重
視

の
考
え
方
に
沿
っ
て
、
厳
密
な
時

間
割
に
従
っ
て
動
い
て
い
ま
す
。

　

時
計
の
つ
く
り
出
す
時
間
が

人
々
の
生
活
を
規
制
し
出
す
の
が
、

十
七
世
紀
後
半
で
あ
り
、
シ
ン
デ

レ
ラ
の
お
話
の
こ
ろ
な
の
で
す
。

　

時
間
と
上
手
に
付
き
合
う
た
め

に
は
、
自
分
自
身
で
納
得
の
で
き

る
時
間
の
使
い
方
を
し
た
い
も
の

で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
豊

　

6
5
・
5
5
0
0
）

『シンデレラの時計』

　　

角山栄著

　　　

ポプラ社
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私宅，勺・｀ぐこで

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
て
怖
い
ん
で
す
ね

【
ｔ
一
一

　

昨
年
四
月
か
ら
ご

み
の
分
別
収
集
が
始

ま
り
、
各
家
庭
で
は

燃
え
る
物
や
燃
え
な
い
物
、
リ
サ

イ
ク
ル
で
き
る
物
な
ど
に
仕
分
け

し
て
ご
み
を
出
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
燃
え
な
い
ご

み
に
入
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご
み

と
し
て
出
さ
ず
に
、
家
庭
用
焼
却

炉
で
燃
や
し
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
と
い
う
有
毒
な
物
質
が
出
て

危
険
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
や
、
市

で
収
集
し
た
燃
え
な
い
ご
み
の
処

理
方
法
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ

い
。
（
三
十
歳
・
主
婦
）

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は

有
機
塩
素
化
合
物

で
、
皮
膚
・
内
蔵
障

害
や
発
が
ん
性
な
ど
多
様
で
強
力

な
毒
性
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
異
性
体
が
あ
り
そ
の
全
貌
は

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
は
、
塩
素

化
合
物
（
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
や
プ
ラ

7
チ
ッ
ク
な
ど
）
を
燃
や
し
た
と

き
に
、
そ
の
焼
却
温
度
が
セ
氏
三

百
～
七
百
度
く
ら
い
の
間
で
発
生

し
や
す
く
、
八
百
度
を
超
え
る
と

逆
に
分
解
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

家
庭
用
の
簡
易
焼
却
炉
で
こ
れ

ら
を
燃
や
す
場
合
、
温
度
が
そ
れ

ほ
ど
土
昇
し
な
い
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
の
で
、
家
庭
で
は
焼
却
せ
ず

に
、
市
の
発
行
し
た
ご
み
分
別
チ

ラ
シ
に
従
っ
て
自
分
の
地
区
の
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
ま
だ
調
査
す
べ
き
こ
と

が
あ
り
、
調
査
終
了
後
に
本
紙
な

ど
で
掲
載
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

市
で
収
集
し
た
燃
え
な
い
ご
み

は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
機
械

や
人
の
手
で
選
別
し
、
鉄
と
ア
ル

ミ
が
取
り
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
プ

レ
ス
処
理
さ
れ
て
再
生
業
者
に
売

却
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
燃
え
な
い
も
の

（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
や
陶
磁
器
類

な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に

日
本
亜
鉛
鉱
業
（
中
竜
鉱
山
）
の

廃
坑
で
埋
め
立
て
処
分
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
生
活
環
境
課
長
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意
見

な
ど
を
、
ハ
ガ
キ
で
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
。
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く
だ

さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で
す
が
、

住
所
・
氏
名
の
な
い
も
の
は
採
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
恐
9
1
2
大
野

市
天
神
町
一
－
一
市
役
所
秘
書

広
報
課
広
報
広
聴
係
」
で
す
。

昌緋鴇階

デ
ザ
イ
ン
ー
ウ
エ
ー
ブ
で
産
業
製
品
部
門
賞

心
則
慶
一
さ
ん
（
片
ト
L
歳
・
中
核
）

　

去
年
の
上
一
月
十
四
日
に
開
催

さ
れ
た
、
デ
ザ
イ
ン
ー
ウ
エ
ー

ブ
・
フ
ク
イ
で
、
前
さ
ん
の
出
品

し
た
「
枝
打
ち
ナ
タ
と
木
登
り
が

ニ
セ
ッ
ト
」
が
産
業
製
品
部
門
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

出
品
作
品
は
、
木
の
枝
打
ち
用

の
ナ
タ
と
、
木
登
り
の
と
き
に
滑

り
史
め
用
に
足
に
着
け
る
道
具
の

セ
ッ
ト
で
す
。

　

前
さ
ん
は
、
百
年
の
歴
史
を
持

つ
家
業
の
刃
物
鍛
冶
を
引
き
継
い

で
い
ま
す
。
刃
物
を
打
ち
始
め
た

の
は
十
七
歳
の
と
き
。
祖
父
と
父

親
か
ら
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

前
さ
ん
は
「
人
か
ら
勧
め
ら
れ

て
出
品
し
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
賞

を
も
ら
う
と
は
」
と
ナ
タ
を
1
に

し
て
照
れ
笑
い
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
刃
物
を
作
る
と
き
に

一
番
注
意
す
る
こ
と
は
、
焼
き
入

れ
を
行
う
と
き
で
す
。
セ
氏
八
百

か
ら
八
百
一
一
1
度
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
現
場
で
使
用
す
る
職
人
さ

ん
か
ら
も
話
を
聞
い
て
、
い
ろ
い

ろ
と
工
夫
し
て
み
ま
す
。
市
販
す

る
前
に
は
、
必
ず
私
自
身
が
山
に

出
向
い
て
実
際
に
う
ま
く
い
く
か

試
し
て
み
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
は
幾

つ
も
浮
か
び
ま
す
が
、
や
は
り
現

場
で
使
っ
て
み
る
の
が
。
番
で
す

ね
」
と
い
ろ
い
ろ
な
作
品
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
職
人
専
用
の
も
の
だ

け
で
は
な
く
、
素
人
で
も
簡
単
に

使
え
る
も
の
を
試
行
錯
誤
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

お
知
ら
せ

・
2
月
2
日
か
ら

　

郵
便
番
号
が
7
桁
に

　

2
月
2
日
2
か
ら
郵
便
番
号
が

7
桁
に
変
更
さ
れ
ま
す
。
郵
便
番

号
を
記
入
す
る
と
き
に
は
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
い
郵
便
番
号
は
、
既
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
円
滑
に

移
行
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
郵

便
局
で
は
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

電
話
案
内
平
成
H
年
1
月
3
0
日

　

ま
で
の
月
～
金
曜
日
（
フ
リ
ー

　

ダ
イ
ヤ
ル
0
1
2
0
・
8
5

　

7
5
5
2
）

住
所
リ
ス
ト
に
よ
る
調
査
平
成

　

H
年
1
月
1
5
日
②
ま
で
に
住
所

　

リ
ス
ト
と
返
信
封
筒
を
封
筒
に

　

入
れ
密
封
し
、
表
面
に
「
新
郵

　

便
番
号
調
査
」
と
記
人
し
て
近

　

く
の
郵
便
局
窓
口
に
持
参
（
1

　

回
に
つ
き
2
0
0
件
ま
で
・
返

　

信
郵
送
料
は
無
料
）
▼
郵
便
局

　

に
出
向
け
な
い
人
は
郵
送
も
可

　

能
（
郵
送
料
は
有
料
・
返
信
の

　

郵
送
料
の
み
無
料
）
、
あ
て
先

　

〒
9
3
3
（
2
月
2
日
以
降
は

　

〒
9
3
3
－
8
7
9
9
）
高
岡

　

郵
便
局
内
新
郵
便
番
9
案
内
サ

　

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

新
郵
便
番
号
枠
シ
ー
ル
配
布
1

　

月
5
日
弁
か
ら
郵
便
局
の
窓
日

　

で
無
料
配
布



遊歩道や休憩所も整備
上若生子で日の谷堰堤完成

　

平成3年7月から真名川上流の上若生子で

建設が進められてきた日の谷堰堤が、10月に

完成し、11月16日に堰堤完成記念碑の除幕式

典と休憩所の開所式典などが行われました。

この堰堤は、真名川の砂防堰堤として建設省

が建設、これに合わせて堰堤の下流部で、市

が休憩所を整備しました。式典には、記念碑

に刻む文字の応募があった作品の入賞者や建

設宵、、｜了関係者など約30人が出席レ完成を祝

いました。

六呂師高原一帯の観光拠点

リゾート休養施設が起工

　

六呂師ハイランドホテルの西側で日月13日。

　

「ファミリーリゾート休養施設」の起工式が

行われました。休養施設は、鉄骨2階建て、

延べ約870ヤノバ飛観光案内所や人ll温泉、

休憩所などが設けら才lます。総事業費は約3

億円。近くにはスキー場をはじめ、県自然保

護センターや円山公園など観光施設があり、

六M師高原－‥－帯の観光拠点施設として期待さ

れます。施設の完成はこの秋で、オープンは

12月を7゛定しています。

ナ‾スキャップで決意新たに

な。，lう准看護学院で18人が戴帽

　

日月20日、大野准看護学院で、第35回戴帽

式が行われました。同学院の学生が、教務1ミ

任からナースキャップをかぶせてもらい、看

護の道に進む決意を新たにしました。4月に

入学し、8ヵ月間看護の基礎を学んできた生

徒は18人。教職員や父母、先輩たちが見守る

中、一人ひとりがキャップをかぶせてもらっ

た後、ナイチングール像にともる火を自分の

ろうそくに移し、ナイチングール誓詞を読み

上げました。生徒たちは平成11年3月に行わ

れる准看護婦試験の合格を［1指します。

；！，貳洵洵謡●●・ 話題回也場



粘箇回底場
思いや希望を詩とメロディに

やまびこコンサートで熱唱

　

障害を持つ人や共に支える人たちの日ごろ

の想いや希望をつづった詩に、みんなでメロ

ディを付けて歌うやまびこコンサートが、11

月30日直文化会館で行われました。このコン

サートは、平成元年から1年おきに実施され

ていて今回で5回目。合唱や独唱で21曲が披

露され、実体験を坊にした障害者の結婚問題

を取り上げた劇も折り込まれました。出演者

らは、障害者の立場や思いを皆に理解しても

らおうと熱唱・熱演し、会場の人々の心に呼

び掛けました。

落語と小咄で楽しく学ぶ

新ちゃんのお笑い人権高座

　

さまざまな差別や人権侵害をなくそうと12

月3日、市文化会館で人権のつどい97「新ち

ゃんのお笑い人権高座」が開かれました。人

権高座では、上方落語の露の新治さんが人権

問題について落語と小咄で楽しく講演。会場

に詰めかけた300人は、笑いながらも熱心

に聞き入っていました。新治さんは、差別や

いじめなどをなくすためには、家庭や地域、

職場などで自主的啓発活動が大事と訴え掛け

ました。

人生の節目に新しい生き方など

40歳と還暦のつどいで再認識

　

人生40にして惑わず、60にして耳順う。11

月30日、40歳の不惑を迎えた人たちの「40歳

のつどい」が有終会館で開催されました。つ

どいでは、シンガー・ソングライターの高石

ともやさんが、人とのつながりの大切さ、素

晴らしさなどについて楽しく講演。また12月

14日、市文化会館では、60歳の還暦を迎えた

人たちの「還暦のつどい」が開催されました。

2つのつどいはすべて手作りで、参加した人

たちは、それぞれの親交を深めると共に、ふ

るさと大野を見つめ直していました。

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

，1ず］月

冬
季
の
ご
み
出
し
の
お
願
い

　

積
雪
期
に
入
り
、
日
常
の
ご
み

収
集
業
務
を
効
率
的
に
行
う
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
「
ご
み
」
は
必
ず
収
集
日
の
朝

　

8
時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
「
ご
み
」
の
収
集
作
業
が
し
や

　

す
い
よ
う
に
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

周
囲
の
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

③
一
時
的
に
大
量
に
出
る
「
ご
み
」

　

は
、
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
ま

　

で
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

④
「
ご
み
」
は
各
町
内
の
指
定
さ

　

れ
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。
ほ
か
の
地
区
の
ス

　

テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
は
、
絶
対
持
ち

　

込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

⑤
「
ご
み
」
の
収
集
は
効
率
的
に

　

進
め
ま
す
が
、
積
雪
、
道
路
事

　

情
な
ど
に
よ
り
、
若
干
遅
れ
る

　

こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

　

く
だ
さ
い
。

⑥
「
生
ご
み
」
は
必
ず
水
切
り
を

　

行
い
、
片
手
で
持
て
る
重
さ
に

　

し
て
、
袋
の
口
は
必
ず
縛
っ
て

　

く
だ
さ
い
。

⑦
古
紙
類
・
ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
資

　

源
ご
み
は
、
資
源
の
日
に
ス
テ

　

ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

●
保
育
所
の
入
所
申
し
込
み

　

締
め
切
り
は
1
月
2
0
日

　

4
月
か
ら
巾
内
の
保
育
所
（
公

立
・
私
立
）
へ
人
所
を
希
望
す
る

乳
幼
児
の
受
け
付
け
を
、
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

資
格
原
則
と
し
て
平
成
9
年
1
2

　

月
3
1
日
以
前
に
生
ま
れ
、
保
護

　

者
が
病
気
や
仕
事
な
ど
で
保
育

　

で
き
な
い
家
庭
の
乳
幼
児

申
し
込
み
期
間
1
月
5
日
弁
～

　

1
月
2
0
口
火

申
し
込
み
方
法
市
役
所
ま
た
は

　

最
寄
り
の
保
育
所
に
備
え
て
あ

　

る
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
、
関
係
書
類
を
添
え
て

　

提
出

入
所
決
定
面
接
と
調
査
を
行
い
、

　

3
月
中
に
可
否
を
通
知

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
福
祉
課
児
童
福
祉
係
（
豊

　

6
6
1
1
1
1
1
内
線
4
7
5
）

●
交
通
事
故
保
険
の

　
　
　
　
　

無
料
相
談

　

賄
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、

全
国
に
「
自
動
直
ま
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
自
動
屯
ま

損
害
賠
償
責
任
保
険
と
任
意
自
動

車
保
険
の
請
求
に
つ
い
て
無
料
で

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
電
話
（
a
0
7
7
6
・
2
2
・

3
2
8
2
）
相
談
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

相
談
日
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日

　

の
午
前
9
時
3
0
分
～
正
午
●
午

　

後
1
時
～
4
時
4
0
分
（
専
門
相

　

談
員
の
相
談
）

弁
護
士
相
談
日
毎
月
第
2
・
4

　

火
曜
日
午
後
1
時
～
4
時
（
f

　

約
制
、
無
料
）

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
社

　

日
本
損
害
保
険
協
会
福
井
自

　

動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

（
〒
9
1
8
福
井
市
中
央
3
－

　

6
－
2
安
田
火
災
福
井
ビ
ル
6

　

階
福
井
調
査
事
務
所
内
酋

　

0
7
7
6
・
2
1
・
2
4
6
6
）

●
中
学
・
高
校
生
の
た
め
の

　
　
　
　

海
外
派
遣
事
業

　

海
外
で
の
学
校
体
験
と
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
通
し
て
、
国
際
性
を
培

っ
て
も
ら
お
う
と
、
文
部
省
所
管

の
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協

会
で
は
「
中
学
生
・
高
校
生
の
た

め
の
海
外
派
遣
事
業
」
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

派
遣
先
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

　

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

期
間
3
月
2
2
日
口
～
4
月
4
日

　

Q
参
加
費
3
6
万
5
千
円
～
3
8
万
円

申
し
込
み
締
め
切
り
1
月
2
7
日

　

米

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
財

　

団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

（
〒
1
6
0
東
京
都
新
宿
区
四

　

谷
2
－
H
大
村
ビ
ル
3
階
豊
0
3

　

3
3
5
9
・
8
4
2
1
）

・
企
業
の
人
材
育
成
を

　
　

お
手
伝
い
し
ま
す

　

福
井
職
業
能
力
開
発
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
は
、
企
業
に
お
け
る
従

業
員
の
能
力
開
発
に
つ
い
て
の
プ

ラ
ン
作
り
の
お
手
伝
い
や
、
情
報

提
供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

労
働
省
が
各
県
に
設
け
た
能
力
開

発
の
専
門
相
談
窓
［
で
す
。
次
の

よ
う
な
と
き
に
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

▼
教
育
訓
練
プ
ラ
ン
を
作
り
た
い

▼
人
材
育
成
の
進
め
方
を
検
討
し

た
い
▼
研
修
施
設
・
講
師
・
教
材

を
知
り
た
い
▼
自
己
啓
発
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
▼
給
付
金
に
つ
い

て
知
り
た
い
▼
教
育
訓
練
コ
ー
ス

に
つ
い
て
知
り
た
い
▼
研
修
用
ビ

デ
オ
が
借
り
た
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
福

　

井
職
業
能
力
開
発
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
（
〒
9
1
0
福
井
市
大

　

手
2
－
9
－
1
0
電
気
ビ
ル
内
雲

　

0
7
7
6
・
2
4
・
8
8
3
9
）

交通

安全

剱
r

冬
場
の
路
面
は

　
　
　
　

こ
ん
な
操
作
で

　

冬
場
の
滑
り
や
す
い
路
面
状

況
は
、
車
両
に
と
っ
て
は
災
害

下
に
置
か
れ
た
よ
う
な
も
の
で

す
。
雪
道
や
凍
結
路
な
ど
を
走

行
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
車
両
の
操
作
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

駆
動
輪
の
タ
イ
ヤ
が
空
回
り

し
て
発
進
で
き
な
い
と
き
は
、

直
ち
に
ア
ク
セ
ル
を
緩
め
、
ゆ

っ
く
り
と
動
力
を
タ
イ
ヤ
に
伝

え
ま
す
。
そ
れ
で
も
発
進
で
き

な
い
場
合
は
、
少
し
パ
ッ
ク
し

て
か
ら
、
ア
ク
セ
ル
を
軽
く
踏

ん
で
慎
重
に
発
進
し
直
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
だ
途
端
に

尻
振
り
を
し
た
と
き
は
、
直
ち

に
ブ
レ
ー
キ
を
戻
し
ま
す
。
そ

し
て
同
時
に
ハ
ン
ド
ル
を
素
早

く
本
来
の
進
行
方
向
に
向
け
て

切
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。

　

目
前
に
凍
結
路
や
雪
の
わ
だ

ち
な
ど
を
発
見
し
た
場
合
は
、

ア
ク
セ
ル
を
戻
し
て
か
ら
突
っ

切
り
ま
す
。
慌
て
て
急
ブ
レ
ー

キ
や
急
ハ
ン
ド
ル
の
操
作
を
す

る
と
、
か
え
っ
て
危
険
な
ス
リ

ッ
プ
を
招
き
ま
す
。

　

冬
の
道
路
は
、
春
や
夏
の
路

面
状
況
と
は
違
っ
て
危
険
が
い

っ
ぱ
い
で
す
。
危
険
回
避
の
基

本
的
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
頭
に
お

い
て
、
安
全
運
転
を
心
掛
け
ま

し
よ
’
つ
。



●INFORMATION

●
年
賀
は
が
き
の

　

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル

　

す
て
き
な
年
賀
状
、
心
の
こ
も

っ
た
年
賀
状
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間
1
月
5
口
弁
～
1
6
日

　

訟
｀

部
門
小
学
校
低
学
年
・
小
学
校

　

高
学
年
・
中
学
生
・
一
般
（
高

　

校
生
含
む
）

応
募
資
格
巾
内
に
在
住
す
る
人

内
容
平
成
1
0
年
の
年
賀
は
が
き

　

で
個
人
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の

　

に
限
る
。
自
薦
・
他
薦
は
問
わ

　

な
い

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
大
野
公

民
館
（
豊
6
6
・
2
8
2
8
）

●
2
0
歳
に
な
っ
た
ら

　

国
民
年
金
届
け
出
を

　

成
人
式
を
迎
え
る
皆
さ
ん
、
ご

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
に
は
、
社

会
的
な
責
任
が
加
わ
り
ま
す
。
国

民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の

一
つ
で
す
。

　

現
在
日
本
に
住
ん
で
い
る
2
0
歳

か
ら
5
9
歳
ま
で
の
人
は
、
大
学
生

や
専
修
学
校
生
も
含
め
、
す
べ
て

の
人
が
国
民
年
金
に
加
人
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

会
社
な
ど
の
厚
生
年
金
保
険
や

各
種
共
済
組
〈
［
に
加
入
し
て
い
る

人
は
、
同
時
に
国
民
年
金
に
も
加

入
す
る
の
で
、
個
人
で
は
国
民
年

金
加
入
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
が
、
自
営
業
者
や
学
生
は
市

町
村
役
場
に
加
入
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と

き
の
所
得
保
障
と
な
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
万
一
事
故
や
病
気
で
重

い
障
害
が
残
っ
た
と
き
の
生
活
保

障
と
な
り
ま
す
。

　

年
金
制
度
は
、
世
代
と
世
代
の

助
け
合
い
で
す
。
2
0
歳
に
な
っ
た

ら
必
ず
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き

を
し
て
、
保
険
料
を
き
ち
ん
と
納

め
ま
し
よ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

●
M
－
X
コ
ン
サ
ー
ト

　

出
場
バ
ン
ド
を
募
集

　

第
2
回
目
の
M
I
X
ロ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
の
出
場
バ
ン
ド
を
募
集

し
ま
す
。
参
加
資
格
は
あ
り
ま
せ

ん
。
対
象
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
（
市
内
外

　

・
ジ
ャ
ン
ル
を
問
い
ま
せ
ん
）

参
加
料
5
0
0
0
円

募
集
数
先
着
5
バ
ン
ド

申
し
込
み
方
法
電
話
で
申
し
込

　

み
先
ま
で

締
め
切
り
1
月
2
3
日
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
5
4
2
）

●
福
井
の
ふ
る
さ
と
の
音

　

C
D
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

福
井
の
「
心
や
す
ら
ぐ
、
ふ
る

さ
と
の
音
」
が
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

C
D
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
サ
ウ
ン

ド
ー
オ
ブ
ー
フ
ク
イ
」
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
全
国
で
一
万
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

応
募
方
法
官
製
は
が
き
に
郵
便

　

番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　

性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
と
マ

　

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
C
D
「
エ
コ
ロ

　

ジ
ー
・
サ
ウ
ン
ド
ー
オ
ブ
ー
フ

　

ク
イ
」
希
望
と
明
記
（
フ
ァ
ク

　

ス
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
可
）

　

当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
持
っ

て
代
え
ま
す

応
募
先
〒
9
1
0
－
9
1
福
井

　

中
央
郵
便
局
私
書
箱
1
7
号
マ

　

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
C
D
プ
レ
ゼ

　

ン
ト
係
（
フ
ァ
ク
ス
0
7
7
6

　

・
2
1
・
7
3
2
3
）

締
め
切
り
2
月
1
2
日
車
（
消
印

　

有
効
）

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
総
務
部

　

市
町
村
課
企
画
振
興
【
豊
0
7

　

7
β
0
・
2
1
・
1
1
1
1
内
線
9
ハ
】

　

1
5
7
）

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
受
け
付
け

　

農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年
1
月

1
日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
の
調
整

を
行
っ
て
い
ま
す
。
申
請
書
は
区

長
ま
た
は
農
家
組
合
長
を
通
じ
了

配
布
さ
れ
ま
す
。

　

次
の
要
件
を
備
え
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
申
請
書
を
配
布
さ
刺

な
い
人
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

選
挙
権
資
格
要
件

①
大
野
市
に
住
所
を
有
す
る
人

　
　

（
平
成
1
0
年
1
月
1
日
現
在
）

②
満
2
0
歳
以
上
の
人

③
押
－
以
上
の
農
地
耕
作
者
、
同

　

居
親
族
で
年
間
お
お
む
ね
6
0
日

　

以
上
の
耕
作
従
事
者

問
い
合
わ
せ
先
市
農
業
委
員
会

　

事
務
局
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
3
1
5
）

守ります、地域の安全「110番」

　

1月10［1は「110番の日」です。

　

110番は、強盗・泥棒・交通事故などの事件・事故が発

生した場合における警察への緊急連絡専用の電話です。

　

事件・事故の発生を知ったときは、1秒でも早く通報して

ください。

　

通報は、

　

・何かあったか

　

・いつ、どこで、現場の目標は

　

・犯人はどうした

　

・あなたの住所、氏名、電話番号

　　　

をお知らせください

　

なお、急ぎの用件でない各種相談ごとは、大野警察署

　　

（酋66・3900）まで連絡してください。

警察はこうして皆さんの安全を守っています。

現場に素早く到着できるよう、

　　

ご協力お願いします。
事
件
発
生

1
1
0
番
通
報

一
1
「
－
O
番
受
理

指
令
開
始

活
動
開
始

事
件
解
決



　
　
　
　

ｙ

″

I
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三
幅
一
対
の
掛
け
軸

羽
生
憲
次
郎
さ
ん
（
中
据
）

　

右
の
一
幅
に
は
、
松
の
木
の
下
に
鶴
が
。
一

羽
、
仲
良
く
戯
れ
て
い
る
絵
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
左
の
。
幅
に
は
、
竹
の
そ

ば
の
岩
の
h
に
亀
が
の
ん
び
り
と
歩
い
て
い

る
絵
が
、
真
ん
中
の
一
幅
に
は
、
七
福
神
の

。
人
の
寿
老
人
が
鹿
を
連
れ
て
手
に
巻
物
を

持
っ
て
い
る
絵
が
、
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
ん
な
め
で
た
い
三
幅
一
対
の
掛
け
軸
を

持
っ
て
い
る
の
は
、
中
据
の
羽
生
憲
次
郎
さ

ん
（
六
十
二
歳
）
で
す
。

　

こ
の
掛
け
軸
は
、
羽
生
さ
ん
の
家
に
代
々

伝
わ
っ
て
き
た
物
で
す
。

　

羽
生
さ
ん
は
お
父
さ
ん
か
ら
、
明
治
四
ト

年
ご
ろ
に
隣
の
集
落
の
人
か
ら
譲
り
受
け
た

も
の
だ
と
聞
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

羽
生
家
で
は
、
毎
年
正
月
に
な
る
と
こ
の

掛
け
軸
が
、
床
の
間
に
掛
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
親
戚
や
近
所
の
米
寿
な
ど
の
め
で

た
い
と
き
に
は
、
掛
け
軸
の
貸
し
出
し
を
頼

ま
れ
た
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

　

羽
生
さ
ん
は
「
梅
の
木
の
絵
が
あ
れ
ば
も

っ
と
め
で
た
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
寿

老
人
様
が
私
に
は
微
笑
ん
で
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
見
て
い
る
だ
け
で
、
め
で
た
い
気

分
に
な
っ
て
き
ま
す
。
不
思
議
で
す
ね
」
と

掛
け
軸
を
じ
っ
と
見
詰
め
ま
し
た
。

　

掛
け
軸
の
絵
と
白
い
軸
は
、
少
し
ば
か
り

黄
色
昧
を
帯
び
て
年
代
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

羽
生
さ
ん
は
、
掛
け
軸
を
紙
に
包
ん
で
木

の
箱
に
大
事
そ
う
に
し
ま
い
ま
し
た
。

市民のうごき

12月1［」現在 前月比

胆帯数 11．564tit帯 3獣帯

人日 41，111人 △30人

内訳
男 19．690人 △7人

女 21，421人 △23人

I川中の異動
転入 61人 出生 23人

転出 77人 死亡 37人

市内の交通事故状況（9ヵヽ6・お）

件数内訳
平成9年

11月末

嘔成8年

目月末
比較

総件数 490件 473件 17件

人

身

心尹故

件数 137件 128件 9件

死者 3人 2人 1人

傷者 188人 168入 20人

物損事故 353件 345件 8件

表
紙
の
こ
と
ば

　

短
冊
手
鑑
は
、
古
筆
愛
好
家

や
鑑
定
家
が
古
筆
の
名
歌
集
を

裁
断
し
た
紙
片
を
は
り
合
わ
せ

て
作
つ
た
画
帖
で
、
室
町
時
代

こ
ろ
か
ら
公
家
や
武
家
の
間
で

流
行
し
ま
し
た
。
婚
礼
の
調
度

品
に
も
な
り
ま
し
た
。
こ
の
手

鑑
は
江
戸
時
代
の
物
と
思
わ
れ
、

紙
片
で
な
く
短
冊
が
華
や
か
な

造
花
で
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

　

新
年
あ
け
ま
し
て
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
一

生
懸
命
、
広
報
紙
づ
く
り
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
に
と

つ
て
広
報
と
同
じ
よ
う
に
大
切

な
こ
と
は
、
広
聴
で
す
。
市
政

に
つ
い
て
広
く
市
民
の
声
を
聞

き
、
施
策
に
反
映
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

月眠見i！1

　

隣
の
勝
山
市
に
住
む

彼
女
か
ら
の
年
賀
状
。

八
年
前
、
あ
る
サ
ー
ク

ル
で
知
り
合
っ
た
。
私

よ
り
一
回
り
年
下
で
あ

る
が
、
何
と
な
く
気
が

合
い
、
よ
く
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
▼
そ

ん
な
彼
女
は
、
八
年
間
に
一
男
三
女
の
子
持
ち

に
な
っ
た
。
彼
女
自
身
が
一
人
っ
子
だ
っ
た
の

で
、
か
ね
が
ね
子
供
は
た
く
さ
ん
欲
し
い
と
言

っ
て
い
た
の
だ
が
、
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
の
四

人
の
子
育
て
奮
闘
ぶ
り
を
楽
し
そ
う
に
話
す
彼

女
に
、
い
つ
も
声
援
を
送
っ
て
い
る
▼
毎
年
の

年
賀
状
に
、
子
供
た
ち
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
シ

ー
ル
に
し
て
、
近
況
を
知
ら
せ
て
く
る
。
そ
の

年
賀
状
か
ら
は
、
子
供
た
ち
の
様
子
が
目
に
浮

か
ぶ
よ
う
で
あ
る
。
忙
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
め
に
便
り
を
く
れ
る
。
年
賀
状
だ
け
で
な
く

暑
中
見
舞
い
も
、
き
ち
ん
と
く
れ
る
。
近
ご
ろ

貴
重
な
存
在
で
あ
る
▼
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、

毎
年
い
ろ
い
ろ
な
大
か
ら
の
年
賀
状
が
楽
し
み

で
あ
る
。
表
の
宛
名
の
癖
を
見
て
「
2
2
さ
ん

か
ら
だ
」
と
、
一
瞬
そ
の
人
の
顔
を
思
い
浮
か

べ
て
、
ど
ん
な
年
賀
状
だ
ろ
う
と
わ
く
わ
く
し

な
が
ら
、
一
枚
一
枚
眺
め
る
も
の
だ
？
そ
ん
な

年
賀
状
も
、
年
々
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
裏
も

印
刷
、
表
書
き
も
ワ
ー
プ
ロ
文
字
の
味
気
な
い

年
賀
状
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
わ
た
し
自
身
、

年
賀
状
で
し
か
便
り
を
出
さ
な
い
大
も
い
る
こ

と
か
ら
「
わ
た
し
の
顔
を
思
い
出
し
て
」
と
願

い
を
込
め
て
、
下
手
く
そ
な
が
ら
必
ず
表
の
宛

名
は
自
筆
し
て
い
る
。
裏
は
、
自
分
で
も
楽
し

み
な
が
ら
、
家
庭
用
の
簡
易
印
刷
機
で
手
作
り

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
必
ず
二
言
添
え
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
。
（
K
）

発
行
福
井
県
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編
集
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書
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